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1 .はじめに
交通混雑や大気汚染，交通事故，地球温暖化な
どの自動車交通のマイナス面が顕在化し，これま
での自動車中心の交通システムが社会の持続可能
性と両立し得ないことが明確になってきたことか
ら，スペースの占有率が小さく，また環境にも優
しい自転車に注目が集まっている.多くの都市で
自転車の利用促進と自転車利用者の安全性の確保
の酷から，自転車道路網の整備計画が進んで、いる.
しかし，どのような自転車道路網を整備していけ
ばよいか，十分検討されているとは言えない.
一般に，自転車利用者の安全性を確保するため
には，自転車と自動車の走行空間を構造的に分離
するのが適当であると考えられるが，十分なス
ペースが確保できない場合には，構造的な分離が
も妥当だとは一概には言えない])，2) もし，十分
な幅員を確保できない場合に，安全性を重視して
自転車通行帯を構造的に分離してしまえば，追い
越し行動が制約され，自転車の利便性は極端に低
下することになる.
そこで，本研究では自転車利用者の追い越し行
動や追い越しに必要な脂員等を観測し，この結果
に基づいて自転車通行帯の分離基準，すなわち構
造的に分離するのに必要な幅員を明らかにする.
2.自転車利用者の追い越し行動
(1) 龍査方法
自線により車道と視覚的に分離された自転車通
行帯を持つ道路と自転車歩行者専屠道路を対象に
して，朝の通勤・通学時にその場所を走行する自
転車利用者の追い越し行動をビデオカメラで撮影
した.観測場所として幅員80cmの佐賀大学前通
り(写真-1 )， 150cmの紡績通り(写真一 2)，170 
cm， 190cm， 220cmの多布施J1沿いの自転車歩行者
写真-1 紡綴通り (1憶員150cm)
写真一2 佐索大学前通り(幅員80c冊)
写真…3 多布施JI沿い自転車歩行者専用道路
(幅員170cm，190cm， 220cm) 
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対象道路
E告側帯干の 王手道幅員 自転車交通 自動車交通
総員 (cm) (cm) 最(台!h) 最(台!h)
紡綴j還り 150 390 450 739 
佐大前通り 80 280 175 416 
多布施JI沿い 170 272 
の自転王手歩行 190 444 
者専用道路 220 521 
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図-2(a)，(b) 視覚的に分離された道路での通行佼鐙の分布
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自転車の遼度分布
専用道路(写真一 3)を選択した.その対象道路
の概要を示すと表-1の通りである.
ピデオカメラの画像から，自転車の走行速度，
及び通行位置，追い越しが生じた際の道路端から
の距離(タイヤまで、の距離十30cm)，追い越し時
の自転車問の距離等を算定した.
図-1
約60cmの場所を走行している.
自転車通行帯の分離基準
(1) 追い越しに必要な幅員
規覚的に分離された自転車通行帯を対象にして，
単独走行の自転車を追い越すときの道路端からの
距離(追い越し距離;タイヤまで、の距離+30cm)
の累積度数分布を示すと国一 3のようになる.実
殺は通行帯の幅員が80cmの場合で，波線は150cm
の場合を示している.累積度数が50%及び85%に
相当する館員 (50パーセンタイル， 85パーセンタ
イル)は，それぞれ自転車通行帯の轄員が80cmの
場合は190cmと210cmで， 150cmの場合は200cmと
235cmとなっており，椙員80cmの方が幾分値が小
さくなっている.
また，追い越し位置は，追い越される自転車(先
行車)の通行位置にも影響を受けると考えられる.
自転車通行帯の幅員が80cmの場合の追い越し位置
3‘ 
(2) 調査結果
車道と視覚的に分離された自転車通行帯で観測
された自転車の速度分布を示すと函-1のように
なる.自転車の走行速度の平均値は幡員80cmの佐
賀大学前通りでは16.7km/hで， 150cmの紡績通り
では15.0km/hとなっている.速度分布の形は両
方とも同じような傾向を示しているが，幅員の狭
い佐賀大学前通りの走行速度の方が幾分速くなっ
ている.図-1から明らかなように，走行速度が
大きくばらついていることから，追い越し行動が
発生する可能性は高い.
視覚的に分離された道路での通行位霞は，国-
2に示すように80cmの自転車通行帯では白線付近
(80cm)を中心に， 150cmの場合は道路端から100
cmを中心に分布している.一方，自転車歩行者専
用道路では頻繁に対面通行が生じるために自然に
レーンの分割利用がなされ，両者共フェンスから
NO.l1 August 2002 24一一→正平地研究
aとbの関係関-5
80 
70 
吉 60
υ 
ぷコ
50 
40 
30 
20 
10 
350 250 刷D
追い越し自主際 (cm)
。
。
???
???
? ? ?
，??
?
， ， ? ? ?
， ?
?， ，
?
， ，
?
，? ?
?
，
??
??
追い越しに必要な幅員の累穣確率
。
O 
。
100 
、t
0、
80 
採
長話
9 ザ
鴨令
宰幸
60 
200 150 
図-3
250 
??????
?
??
? ?
??????
?
?????????
40 
0 
100 
20 
80 70 60 
a (cm) 
50 40 30 20 10 
。
構造的に分離された道路での危険度評価図-6
離)aと工作物(フェンス)
5に示す通りである.
危険度1: a<30cm， bミ30cmor a注30cm，b<30cm 
危険度2: a<30cm， b<30cm 
幅員170cm，190cm， 220cmの自転車歩行者専用
道路で観測された単独走行の場合の追い越し行動
のデータに当てはめると，国-6のようになる.
図から明らかなように，幅員が190cm以上になれ
ばa，bの少なくとも一方は30cm以上になってお
り，比較的余裕を持った追い越しが可能である.
幅員が170cmになると，危険レベル2の追い越し
が発生するようになる.したがって，構造的に分
離するには少なくとも190cm，幅員の余裕があれ
ば200cm以上を確保することが必要で、ある.
までの距離bは，図
と先行事の通行位置の関係を求めると国 4のよ
うになり，両者の簡には線形関係があることが分
かる.先行車の通行位置を80cm以下に抑えること
ができれば，追い越し位置は200cm以内に納める
ことが可能である.閣面は省略するが，自転車通
行帝の幅員が150cmの場合も開じような傾向を示
している.
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単独走行持の追い越しには 2mの幅員が必要
であることが分かつた. したがって，これ以上の
蝿員が確保できない場合に，構造的に分離するの
は望ましくない.また，追い越しに必要な幅員は，
先行車の通行位霞に大きく影響される. したがっ
て，先行車の通行位置を道路端の付近に国定化す
る工夫が必要である.これには自転車通行帯の中
4. 
(2) 構造的な分離から昆た基準
自転車歩行者専用道路における観測結果をみる
と，幅員が200cm以下で、も追い越しは頻繁に起こっ
ている.そこで，轄員200cmの通行帯を構造的に
分離した場合に安全な追い越しが可能かどうかを
これらのデータを用いて検証する.構造的に分離
されていない場合の最小すれ違い間関 (30cm)を
参考にして，追い越し時の安全基準を次のように
定義する.ただし，追い越し幅(ハンドル間の距
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に白線をヲiいたり，カラーリングしたりして通行
位置を盟定化するのが有効であると考えられる.
今回の研究では，単独走行の場合の追い越しに
点を絞って論じたが，実際には2列や3列に
なって並進する場合も観測された.このような場
合の追い越しにはさらに幅員が必要になる.
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